
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

千
島
学
説
を
知
る
た
め
に

　
　
　
　
　
講
師
　
酒さ

こ
う向

　
猛

た
け
し 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
医
学
博
士
）

千
島
学
説
は
千
島
喜
久
男
博
士
が
唱

え
た
生
物
上
の
学
説
で
す
。
千
島
学
説

は
正
統
の
生
物
学
者
か
ら
は
否
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
理
は
東
洋
哲
学

と
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
東
洋
医
学
や

自
然
医
学
を
実
践
し
て
い
る
人
達
の
多

く
か
ら
支
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

千
島
博
士
は
パ
ス
ツ
ー
ル
の
実
験
に

よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
「
生
命
の
自
然

発
生
」
を
肯
定
し
、
さ
ら
に
血
液
は
骨

髄
で
造
ら
れ
る
と
い
う
現
代
医
学
の
定

説
で
あ
る
骨
髄
造
血
説
を
否
定
し
、
血

液
は
腸
で
食
物
か
ら
造
ら
れ
る
と
い
う

「
腸
造
血
説
」
を
唱
え
ま
し
た
。
腸
造

血
説
は
食
物
が
い
か
に
健
康
と
大
き
な

関
係
を
持
っ
て
い
る
か
を
示
し
、
薬
物

中
心
の
現
代
医
学
に
大
き
な
疑
問
を
投

げ
か
け
て
い
ま
す
。

千
島
博
士
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
も

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
学

説
が
あ
ま
り
に
定
説
と
か
け
離
れ
て
い

る
た
め
誰
も
追
試
を
す
る
学
者
が
な
く
、

受
賞
を
逃
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
あ
る
人
は
、
千
島
は

生
ま
れ
る
の
が
百
年
早
過
ぎ
た
と
評
し

ま
し
た
。
今
回
の
講
演
で
は
千
島
学
説

の
真
髄
を
皆
様
に
お
伝
え
す
る
予
定
で

す
。

※
酒
向
猛
氏
は
ガ
ン
の
専
門
医
で
も
あ

り
、「
ガ
ン
の
克
服
術
」
と
い
う
著
書
を

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
質
疑
応
答
時
間

も
十
分
あ
り
、
医
学
健
康
関
係
も
含
め

て
お
話
が
聞
け
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
酒
向
猛
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
0
年
生
ま
れ
。
岐
阜
県
恵
那
市

出
身
。
1
9
7
6
年
、
順
天
堂
大
学
医

学
部
卒
業
。
1
9
8
6
年
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
業
、
岐
阜
県

立
多
治
見
病
院
へ
赴
任
。
1
9
8
8
年
、

医
学
博
士
。

岐
阜
県
立
多
治
見
病
院
、
外
科
部
長
兼

中
央
手
術
部
部
長
を
経
て
、
2
0
0
8

年
よ
り
セ
ン
ト
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
病
院　

統
合
医
療
科
部
長
。

趣
味
：
空
手
二
段
、
神
社
仏
閣
巡
り

日
時　

平
成
25
年
7
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
10
月
第
23
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告

◎
九
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
七
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
の
形
成
過
程
（
1
）

※
8
月
は
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
九
月
本
部
例
会
予
告
は
次
頁
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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平
成
25
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
23
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
13
日
（
日
）
北
と

ぴ
あ
7
階
第
二
研
修
室
に
て
、
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
自
然
治

癒
力
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

8
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
9
月
15
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
第
23
回
全
国
大
会
の
詳
細
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
講
演
者
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
パ
ネ

ラ
ー
等
は
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
9
、
10

月
号
」
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

伊
藤　

一
義　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
7
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
25
年
7
月
28
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0�

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

�

会
員　

一
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
・
太
陽
の
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

　
　
　
　
講
師
　
奥
野
　
節
子 

氏

ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
か
ら

車
で
一
時
間
半
ほ
ど
の
小
さ
な
町
ア
バ

デ
ィ
ア
ニ
ア
。
そ
こ
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
た
ち

が
、
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
ジ

ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
に
会
い
に
や
っ

て
き
ま
す
。

彼
の
療
養
所
で
あ
る
聖
イ
グ
ナ
チ
オ

の
家
（
通
称
カ
ー
サ
）
で
は
、「
医
師
か

ら
見
放
さ
れ
た
癌
が
治
っ
た
」「
車
椅
子

か
ら
立
ち
上
が
り
、
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
」
な
ど
の
話
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

2
0
0
8
年
に
初
め
て
カ
ー
サ
に
滞

在
す
る
ま
で
、
私
自
身
、「
奇
跡
の
癒
し
」

に
つ
い
て
疑
い
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
滞
在
中
、
理
性
で

は
到
底
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
次
々
と

目
撃
し
、
彼
の
治
療
が
本
物
で
あ
る
と

確
信
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

本
講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
聖
イ
グ
ナ

チ
オ
の
家
を
5
回
訪
問
し
た
経
験
を
も

と
に
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

と
は
ど
ん
な
人
物
か
、
ア
バ
デ
ィ
ア
ニ

ア
と
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
の
様
子
、
カ

ー
サ
で
行
わ
れ
て
い
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

そ
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

※
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
精
神
世
界
関
係

の
訳
書
を
多
数
出
さ
れ
、
そ
の
著
者
た

ち
に
も
会
っ
て
お
話
し
さ
れ
て
い
る
奥

野
氏
の
貴
重
な
講
演
会
で
す
。
質
疑
応

答
時
間
も
十
分
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し

て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
奥
野
節
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
校
の
英
語
教
師
を
経
て
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
大
学
院
修
了
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
米
企
業
に
勤
務
。
帰

● ❷●



国
後
、
精
神
世
界
分
野
の
翻
訳
者
と
な

る
。
訳
書
に
、『「
死
ぬ
こ
と
」
の
意
味
』

（
サ
ン
マ
ー
ク
）『
喜
び
か
ら
人
生
を
生

き
る
!
』（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
）

『
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
』『
オ
ー
ブ

は
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
』『
運

命
を
書
き
換
え
る
前
世
療
法
C
D
ブ
ッ

ク
』『
1
0
0
の
夢
辞
典
』（
以
上
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）な
ど
多
数
。

日
時　

平
成
25
年
9
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

神
様
が
い
る
ぞ
・
続
編

　
　
　
　
講
師
　
池
田
　
邦
吉 

氏

日
時　

平
成
25
年
7
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

B
一
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

※
八
月
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
研

　
究
集
会
は
休
会
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

音
の
魅
力
に
挑
戦

　
　
　
講
師
　
大
峰
　
か
ず
子 

氏

日
時　

平
成
25
年
9
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
会
長
　
佐
々
木
　
茂
美

◎
平
成
24
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

�

（
平
成
25
年
5
月
末
日
現
在
）

　

賛
助
会
員　
　
　
　

0
名

　

維
持
会
員　
　
　
　

4
名

　

正
会
員　
　
　

1
8
3
名

　

学
生
会
員　
　
　

2
8
名

　

準
会
員　
　
　
　

6
1
名

　

合
計　
　
　
　

2
7
6
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
22
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
13
回
の
集
会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会
（
敬
称
略
）

期
日　
　

講
演
者　
　

講
演
タ
イ
ト
ル

平
成
24
年

4
月
14
日
（
土
）
ロ
ン
薄
葉
氏
、
川
崎

利
男
氏
「
オ
ー
ブ
研
究
の
そ
の
後
」

5
月
12
日
（
土
）
徳
永
康
夫
氏
「
命
と

ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若
心
経
の
探
検
」

6
月
10
日
（
日
）
松
永
修
岳
氏
「
密
教

開
運
術　

強
運
の
成
長
戦
略
提
言　

氣
を
高
め
れ
ば
運
は
や
っ
て
く
る
」

7
月
14
日
（
土
）
中
島
敏
樹
氏
「
水
と

珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」

9
月
8
日
（
土
）
ホ
ン
マ
シ
ュ
ウ
ジ
氏

「
未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は
何
が
で

き
る
の
か
!?
」

10
月
14
日
（
日
）
第
22
回
全
国
大
会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
コ
ン
タ
ク

ト
」

11
月
10
日
（
土
）
藤
森
博
明
氏
「
気
（
生

命
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
実
在
と
能
力
」

12
月
8
日
（
土
）
忘
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
25
年

1
月
12
日
（
土
）
志
賀
一
雅
氏
「
α
波

の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
」

2
月
9
日
（
土
）
宇
治
橋�

泰
志
氏
「
疾

病
を
根
本
か
ら
改
善
す
る　

新
治
療

法
を
求
め
て
」

●❸ ●



◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会（
阿
久
津
淳
）

平
成
24
年

7
月
29
日
（
日
）
第
16
回
「
第
6
回
U�

F
O
&
O
R
B
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
21
日
（
金
）
第
17
回
「
第
6
回
ア

セ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

平
成
25
年

3
月
31
日
（
日
）
第
18
回
「
第
5
回
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

3
．
総
会

　

平
成
24
年
6
月
10
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
2
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
24
年
6
月
10
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
2
会
議
室
で
開
催

5
．
本
部
理
事
会
（
第
1
6
9
回
～
第

1
7
6
回
）
を
4
月
、
5
月
、
7
月
、

9
月
、
11
月
、
12
月
、
1
月
、
2
月

と
8
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物

・「
サ
イ
科
学
」
第
34
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。

・「
サ
イ
の
広
場
」
は
休
刊
（「
サ
イ
科

学
」
と
合
本
）
し
た
。

・「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
0
3
号
か

ら
第
4
0
8
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
本
部
事
業
計
画

（
1
）10
月
13
日（
日
）に
全
国
大
会（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
自
然

治
癒
力
」）
を
開
催
す
る
。

（
2
）
月
例
会
を
9
回
（
4
、
5
、
6
、

7
、
9
、
11
、
12
、
1
、
2
月
）
開

催
す
る
。

（
3
）
分
科
会
を
3
回
（
7
、
11
、
3
月
）

開
催
す
る
。

（
4
）
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評

議
員
会
を
開
催
す
る
。

（
5
）
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行

す
る
。

（
6
）「
サ
イ
科
学
（
+
サ
イ
の
広
場
）」

を
発
行
す
る
。

（
7
）
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

（
8
）「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
資

料
を
整
備
す
る
。

（
9
）
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

（
1
）
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・

応
用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

（
2
）
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会

等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
活
用
す
る
。

（
3
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト

や
メ
イ
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

（
4
）
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

（
5
）
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携

を
深
め
る
。

（
6
）
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

（
7
）理
事
や
若
手
の
幹
事（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

（
8
）
そ
の
他

●
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
会
長
　
佐
佐
木
　
康
二

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
24
年

4
月
14
日　

第
1
8
2
回
研
究
会
総
会

平
成
23
年
度
事
業
報
告
、
平
成
24
年

度
事
業
計
画

「
我
々
は
悟
る
ま
で
ス
ト
レ
ス
が
続

く
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
!
」

佐
佐
木
康
二

4
月
29
日　

講
演
会
（
福
来
心
理
学
研

究
所
、
仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

「
上
の
次
元
と
の
繋
が
り
を
よ
く
す
る
」

佐
佐
木
康
二

5
月
5
日　

講
演
会
（
福
来
心
理
学
研

究
所
、
仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
呪
縛
を
解
く
」

門
馬
全
一

6
月
9
日　

第
1
8
3
回
研
究
会

「
光
―
意
識
変
換
」
佐
佐
木
康
二

8
月
11
日　

第
1
8
4
回
研
究
会

「
肩
こ
り
と「
愛
の
も
つ
れ
」
と
憑
依

霊
の『
物
理
』第
2
弾
」
佐
佐
木
康
二

8
月
13
日　

講
演
会
（
福
来
心
理
学
研

究
所
、
仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

「
ス
カ
ラ
ー
波
カ
メ
ラ
実
験
会
」

佐
佐
木
康
二

10
月
13
日　

第
1
8
5
回
研
究
会

「
禁
止
令
を
ク
リ
ア
す
る
と
真
の
霊
能

が
得
ら
れ
る
」
佐
佐
木
康
二

12
月
8
日　

第
1
8
6
回
研
究
会

「
無
罣
礙
の
度
合
い
が
生
体
の
ゆ
れ
で

わ
か
る
!
」
佐
佐
木
康
二

平
成
25
年

2
月
9
日　

第
1
8
7
回
研
究
会

「
透
視
力
も
つ
い
て
く
る
量
子
論
的
宇

宙
意
識
法
」
佐
佐
木
康
二

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人
及

び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る
だ

け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的
に

持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人
に

成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本
質

的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指
し
、

次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

● ❹●



定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄
録
」

の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
：「
ス
カ
ラ

ー
波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意

識
の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」
写

真
・「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検

証（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同

研
究
）、
意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の

目
覚
め
、
地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘

数
の
科
学
性
の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
研
究
、
過
去
世
・

霊
性
・
霊
能
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
ス
カ
ラ
ー
波
」「
念
写
実
験
」
等
の

テ
ー
マ
で
5
月
、
8
月
に
講
演
会
を

開
催
す
る
（
福
来
心
理
学
研
究
所
、

仙
台
瞑
想
研
究
会
と
共
催
）

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
山
田
　
哲
三

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告

●
研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

会
員
3
名
の
研
究
・
体
験
発
表

●
研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
24
年
9
月
15
日
（
土
）

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

　

会
員
3
名
の
研
究
・
体
験
発
表

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画

内
容　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

を
中
心
に
出
席
者
で
勉
強
会
を
行
う
。

日
程

第
1
回　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）

　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

第
2
回　

平
成
25
年
9
月
予
定

　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

第
3
回　

平
成
26
年
3
月
予
定

　

会
場　

つ
る
ま
い
会
館

 

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
会
長
　
佐
藤
　
禎
花

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
24
年
5
月
27
日
（
日
）

第
1
部
「
ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食
べ
さ

せ
た
男
」　

高
野
誠
鮮
（
羽
咋
市
役

所
員
・
住
職
）

第
2
部
「
宇
宙
政
治
∞
（
ム
ゲ
ン
）
道

場
」
竹
本�

良
（
科
学
問
題
研
究
家
）

第
3
部　

ト
ー
ク
バ
ト
ル
第
二
弾

飛
島�

竜
一（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
科
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
×
竹
本�

良

平
成
24
年
11
月
4
日
（
日
）

テ
ー
マ
「
祈
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
」

講
師　

清
田�

益
彰（
ス
プ
ー
ン
曲
げ
超

能
力
か
ら
“
お
の
り
”
へ
）

講
師　

高
野�

誠
鮮（
日
蓮
宗　

妙
法
寺

第
41
世
住
職
）

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画

平
成
25
年
4
月
28
日
（
日
）

テ
ー
マ
「
氣
エ
ナ
ジ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

・「
ア
ロ
マ
と
氣
エ
ナ
ジ
ー
」

講
師　

田
村�

由
美
子（
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所�

講
師
）

・「
皮
膚
と
氣
エ
ナ
ジ
ー
」

講
師　

丸
谷�

惠
子（
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所�

講
師
）

平
成
25
年
度
計
画　

7
月
、
9
月
、
12

月
の
予
定
（
内
容
、
詳
細
は
未
定
）。

※
長
野
県
伊
那
市
に
お
い
て
、
北
陸
日

本
サ
イ
科
学
会
の
分
科
会
と
し
て
、

「
氣
の
健
康
研
究
会
」
を
6
月
発
足

予
定
。

※
後
半
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
報
告

未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は

何
が
で
き
る
の
か
!?

　
講
師
　
ホ
ン
マ 

シ
ュ
ウ
ジ 

氏

（
株
式
会
社
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ス
　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎
ゲ
ス
ト
講
演

　
井
戸
　
理
恵
子 

氏

（ 

多
摩
美
術
大
学
講
師
：
民
俗
情
報
工

学
研
究
）

　
椿
　
真
由
美 

氏

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

私
は
自
称
も
他
称
も
含
め
ま
し
て
、

“
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ト
”
と
呼
ば
れ
て
お

り
ま
す
が
、“
オ
カ
ル
テ
ィ
ス
ト
”
と
し

て
震
災
復
興
に
ど
う
い
う
貢
献
が
で
き

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
ず
ー
っ
と
考

●❺ ●



え
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
中
で
い
ろ
い

ろ
不
思
議
な
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
、
今

日
ご
紹
介
致
し
ま
す
ゲ
ス
ト
の
お
二
人

は
知
る
人
ぞ
知
る
“
能
力
者
”
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
お
二
人
の
方
々
と
出
逢

い
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
の
中
か

ら
思
う
こ
と
、
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
て
、
そ
の
辺
の
お
話
を
今
日
は
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

僭
越
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
サ
イ
科
学

的
復
興
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
な
、

と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
み
ま
し
た
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

井
戸
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
は
、「
先
人
の

伝
言　

大
震
災
と
金
華
山
信
仰
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
東
北
地
方
の
神
々
の
歴

史
と
、
大
震
災
と
そ
の
中
心
に
あ
っ
た

金
華
山
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。

椿
さ
ん
か
ら
は
、「
大
震
災
の
前
後
、

人
々
の
心
と
体
に
何
が
起
き
た
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

椿
さ
ん
は
、
普
段
は
肩
書
き
の
な
い

方
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
お
り
ま

し
て
、
何
十
人
と
い
う
相
談
者
の
方
々

の
震
災
前
、
震
災
後
の
変
化
、
及
び
能

力
者
と
し
て
自
分
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、

震
災
後
に
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
放
射
能

が
見
え
る
の
な
ら
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

見
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

私
自
身
の
自
己
紹
介
を
致
し
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ
ト
で
も
、

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
の
「
重
要
・

貴
重
事
実
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
紹
介
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
1
9
9
0
年
代
初

頭
に
T
B
S
テ
レ
ビ
で
「
子
供
た
ち
の

未
知
能
力
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
実

験
を
行
い
、
子
供
た
ち
に
は
潜
在
能
力

が
存
在
し
、
そ
れ
は
訓
練
に
よ
り
伸
ば

せ
る
と
い
う
こ
と
を
番
組
に
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
森
達
也

氏
が
「
オ
カ
ル
ト�

現
れ
る
モ
ノ
、
隠

れ
る
モ
ノ
、
見
た
い
モ
ノ
」
と
い
う
本

を
出
さ
れ
ま
し
て
、
こ
の
中
に
も
私
の

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明

治
大
学
の
石
川
幹
人
先
生
が
こ
ん
ど
出

さ
れ
る
「
超
心
理
学　

封
印
さ
れ
た
超

常
現
象
の
科
学
」
に
は
、
N
H
K
の
ド

ラ
マ「
七
瀬
ふ
た
た
び
」の
科
学
監
修
を

担
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
お

り
、
私
も
能
力
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

等
で
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
宮
城
県
石
巻
で
生
ま
れ
育
ち
、

高
校
ま
で
お
り
ま
し
た
。
そ
の
石
巻
が

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

※
地
元
の
「
三
陸
河
北
新
報
社
」
の
東

日
本
大
震
災
の
写
真
を
紹
介
し
、
解
説

さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方
不
明

者
の
数
は
、
宮
城
県
が
突
出
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
石
巻
は
三
千
五
百
人
を
超

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
写
真
は
本
間
家
が
檀
家
の
お
寺

で
す
が
、
家
の
お
墓
の
周
囲
も
他
の
墓

石
や
住
宅
の
家
財
道
具
と
か
衣
服
が
ぐ

じ
ゃ
ぐ
じ
ゃ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
の
こ
の
辺
り
は
以
前
か
ら
お

線
香
の
消
費
量
が
全
国
で
も
一
番
の
地

域
で
し
て
、
ご
先
祖
様
へ
の
法
事
等
が

熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

う
い
う
地
域
で
あ
る
の
に
、
家
の
お
寺

の
よ
う
に
壊
滅
し
た
墓
地
が
沢
山
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
先
祖
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
風
習
も
震
災
の
後
は
や
る
場

所
が
無
く
な
り
、
さ
ら
に
震
災
で
亡
く

な
っ
た
家
族
を
埋
葬
す
る
場
所
が
無
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
心
深
い
人
々

に
と
っ
て
は
非
常
に
心
の
負
担
に
な
り

ま
す
し
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
が
も
の
す

ご
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
、
誰
も
言
っ
て
い
な
い
の
で
す

が
、
こ
の
辺
の
ケ
ア
を
何
と
か
す
る
こ

と
が
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
慰
霊
碑
の
建
立
と
い
う
の
も
、

単
に
大
勢
の
人
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
建

て
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
皆
で
悲

し
み
を
ぶ
ち
ま
け
る
場
所
、
皆
で
泣
け

る
場
所
と
し
て
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

実
は
震
災
以
降
、
特
に
今
年
（
2�

0�

1�

2
年
）
に
な
っ
て
か
ら
、
非
常
に
怪

談
話
が
出
て
お
り
ま
す
。
町
の
中
は
か

な
り
片
付
い
て
、
ほ
と
ん
ど
建
物
が
な

い
非
常
に
ス
カ
ス
カ
な
状
態
に
な
り
ま

し
た
が
、
中
心
市
街
地
は
夜
は
本
当
に

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
り
ま
す
。
人
口

が
一
万
人
く
ら
い
減
っ
た
の
で
す
が
、

あ
ち
こ
ち
で
幽
霊
や
お
化
け
が
出
る
と

か
、
タ
ク
シ
ー
で
人
を
乗
せ
た
の
に
移

動
後
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
か
い
う

お
話
が
一
杯
あ
り
ま
す
。
確
か
に
霊
的

な
も
の
を
感
じ
る
方
が
、
石
巻
辺
り
に
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行
く
と
大
変
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

家
族
を
亡
く
し
た
り
、
墓
地
を
無
く

し
た
り
し
て
、
心
の
拠
り
所
を
失
っ
た

人
々
に
対
し
て
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、

こ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
我
々
オ
カ
ル

テ
ィ
ス
ト
の
仕
事
で
は
な
い
か
な
、
と

い
う
ふ
う
に
勝
手
に
思
っ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。

今
年
の
7
月
11
日
に
京
都
大
学
「
こ

こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
京
セ
ラ

の
稲
盛
氏
の
寄
付
で
設
立
）
で
、『
第
3

回
「
東
日
本
大
震
災
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
』
が
開
催
さ
れ
、

宗
教
学
者
や
民
俗
学
の
研
究
者
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
東
北
大
学
教
授
で
宗
教
民

俗
学
を
研
究
さ
れ
て
い
る
鈴
木
岩
弓
先

生
の
お
話
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

仙
台
空
港
が
壊
滅
し
た
状
態
は
皆
様

も
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
海
と
仙
台
空
港
の
間
に
、

海
抜
2
メ
ー
ト
ル
位
の
下
増
田
神
社
と

い
う
小
さ
な
神
社
が
あ
り
ま
す
。
海
と

空
港
の
間
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
神
社

が
津
波
の
影
響
を
全
く
何
も
受
け
な
か

っ
た
ん
で
す
ね
。
飛
行
場
に
逃
げ
た
方

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、「
波

が
、
こ
こ
を
よ
け
て
き
て
い
た
」
と
言

う
の
で
す
ね
。
あ
る
意
味
で
は
、
一
つ

の
奇
跡
み
た
い
な
感
じ
で
。
神
社
の
裏

に
は
石
塔
が
建
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
昔
の
ま
ま
全
然
、
動
い
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
こ
こ
は
結
構
あ
り
が
た
い
神
社
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
同
様
な
「
波
分
神
社
」
な
ど

と
呼
ば
れ
る
神
社
は
三
陸
沿
岸
も
含
め

て
全
国
各
地
に
あ
る
の
で
す
が
、
ど
う

も
昔
の
人
は
ど
う
い
う
わ
け
か
そ
う
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う

場
所
に
神
社
を
造
っ
た
よ
う
で
す
。

何
回
も
大
地
震
・
津
波
を
経
験
し
た

経
験
値
か
ら
そ
こ
が
大
丈
夫
だ
と
い
う

こ
と
で
神
社
が
建
て
ら
れ
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
私
は
昔
の
能
力
者
が
「
こ

こ
だ
!
」
と
言
っ
て
神
社
の
場
所
を
決

め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。中

国
の
漢
方
薬
が
効
く
か
効
か
な
い

か
、
に
つ
い
て
も
経
験
値
か
ら
分
か
っ

た
の
か
、
能
力
者
が
最
初
か
ら
分
か
っ

て
い
た
の
か
、
に
つ
い
て
も
私
は
後
者

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
間
の
不
思
議
な
能
力
は

間
違
い
な
く
あ
っ
て
、
そ
れ
が
ど
う
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
ど
う
い
う
こ
と
で
動

い
て
い
る
の
か
を
研
究
す
る
の
が
、
日

本
サ
イ
科
学
会
の
集
ま
り
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
何
か
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
言
っ

て
い
る
間
に
、
ど
う
も
そ
れ
よ
り
も
臨

床
・
応
用
に
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
日
本
サ
イ
科
学
会
の
話
題
に
は
あ

ま
り
な
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
民
俗
学

か
ら
、
様
々
な
事
例
を
紐
解
い
て
そ
れ

を
科
学
す
る
と
い
う
新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
井

戸
理
恵
子
さ
ん
の
お
話
を
皆
様
に
お
聞

き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
戸
さ
ん
は
多
摩
美
術
大
学
の
講
師

を
な
さ
っ
て
い
て
、
実
は
知
る
人
ぞ
知

る
大
変
な
能
力
者
で
も
あ
り
ま
す
。

◎
井
戸
理
恵
子
氏
の
御
講
演

私
は
多
摩
美
術
大
学
の
建
築
学
部
の

方
で
教
え
て
お
り
ま
し
て
、
主
に
教
え

て
お
り
ま
す
の
は
、
日
本
の
先
人
た
ち

が
残
し
た
様
々
な
技
術
を
、
迷
信
と
か

そ
う
い
っ
た
も
の
で
片
付
け
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
中
に
こ
そ
普
遍
的
な
意
味

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
生
た
ち
に
教

え
て
お
り
ま
す
。
建
築
で
す
の
で
実
際

に
宮
大
工
さ
ん
た
ち
が
遺
し
て
い
る
技

術
と
か
、
様
々
な
日
本
の
古
く
か
ら
の

伝
統
技
術
の
中
に
遺
っ
て
い
る
も
の
を

紐
解
い
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

今
や
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
昔
の
ボ
ス
で
あ
っ
た
名
古
屋
大

学
の
武
田
邦
彦
先
生
が
最
近
、
原
発
事

故
関
連
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
よ
く
テ

レ
ビ
に
出
て
お
り
ま
す
が
、
武
田
先
生

が
芝
浦
工
大
の
教
授
を
や
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
頃
、「
井
戸
さ
ん
の
研
究
は
た

だ
の
民
俗
学
で
は
な
く
、
民
族
情
報
工

学
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ン
マ
さ
ん
と
は
阪
神
淡
路
大
震
災

の
頃
に
会
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

の
頃
か
ら
地
震
と
日
本
の
信
仰
と
か
、

地
震
の
あ
る
場
所
に
遺
っ
て
い
る
様
々

な
伝
承
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
今
日

は
そ
の
流
れ
の
中
で
、
貞
観
の
震
災
と

金
華
山
信
仰
に
つ
い
て
、
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
前
に
ど
う
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
る
か
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

も
と
も
と
日
本
人
と
い
う
の
は
、
ど

ん
な
に
日
本
人
と
し
て
の
記
憶
を
失
っ

て
も
、
先
人
た
ち
は
神
社
の
祠ほ

こ
らで

あ
る

と
か
、
し
め
縄
で
あ
る
と
か
、
様
々
な

所
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
「
印し

る
し」

と
い
う

も
の
を
遺
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
印
を

見
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
何

か
共
通
項
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
こ
う
い
っ
た
研
究

を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
印
と
い
う
も
の
は
、
実
は
生
命

●❼ ●



を
流
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
、
今
度

の
震
災
も
そ
う
で
す
が
、
例
え
ば
危
険

に
遭
っ
た
と
き
に
本
能
的
に
そ
の
印
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
と
ら
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
先
人
た
ち
は
後

生
の
人
々
の
た
め
に
沢
山
の
印
を
遺
し

て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
文
化
と
い
う
も
の
は
、
風

土
か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
、
風
土
を
読

み
解
い
て
い
く
と
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
う

い
う
技
術
が
導
か
れ
た
の
か
と
い
う
の

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
土
地
の
力

と
な
り
、
土
地
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
な
っ
て
、
今
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
と
い
う
国
の
特
色
は
、
環
太
平

洋
火
山
帯
の
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
て
、

い
う
な
ら
ば
地
雷
の
上
に
生
き
て
い
る

よ
う
な
国
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
地

雷
の
上
に
あ
る
よ
う
な
土
地
を
我
々
の

祖
先
た
ち
が
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
で
、
住
み

着
い
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
こ
と
は
非
常
に
意
味
の
あ
る
事
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
の
国
は
国
土
、
風
土
、
言
語
、
民

族
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
文
化
と
い
う
も

の
が
、
す
べ
て
こ
の
島
国
に
し
か
な
い
、

と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
国
が
数
千
年
続
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
非
常
に
我
々
が
誇
る
べ
き
こ
と
で

す
。國

學
院
大
學
の
学
生
時
代
か
ら
、
足

を
使
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
重
視
で

民
俗
学
の
研
究
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
文
字
で
書
か
れ
た
も
の

以
外
に
本
質
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
本
当
の
事
ほ
ど
、
絶

対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
事
ほ
ど
、
日

本
人
は
文
字
で
は
な
く
、「
こ
と
ば
」
や

「
形
」
に
し
て
遺
し
て
お
り
ま
す
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

中
国
の
焚
書
坑
儒
の
例
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
文
字
に
し
た
も
の
は
文
字
に

し
た
時
点
で
安
心
し
て
し
ま
い
、
燃
や

さ
れ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

「
こ
と
ば
」
で
受
け
継
が
れ
た
も
の
は
ず

っ
と
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う

わ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
、
今
日
の
主
題
で
あ
る『
天

災
と
「
自
然
と
共
に
生
き
る
技
術
」』
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貞
観
元
年
（
8
5
9
年
）
に
清
和
天

皇
が
9
歳
で
天
皇
に
即
位
し
ま
す
。
天

皇
が
幼
か
っ
た
の
で
、
藤
原
良
房
が
摂

政
に
就
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
国
を
マ
ツ

ル
人
で
あ
る
天
皇
に
力
が
な
か
っ
た
た

め
、
貞
観
年
間
（
8
5
9
～
8
7
7
）

に
は
大
地
震
や
富
士
山
も
含
め
た
火
山

の
爆
発
が
相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
前
後
の
8

6�

9
年
、
陸
奥
国
東
方
沖
の
海
底
を
震

源
域
と
し
て
、
3
・
11
東
日
本
大
地
震

に
匹
敵
す
る
大
地
震
と
大
津
波
が
発
生

し
ま
し
た
。
実
は
1
9
9
3
年
の
伊
勢

神
宮
の
式
年
遷
宮
の
2
年
後
の
1

�
9
�9�

5
年
に
阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、

2
0
1
3
年
の
式
年
遷
宮
の
2
年
前
に

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

国
を
マ
ツ
ル
人
で
あ
る
天
皇
に
力
が

な
い
か
ら
天
災
が
起
こ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
で
、
貞
観
年
間
に
日
本
全
国
の
神

社
・
仏
閣
に
お
ふ
れ
を
出
し
て
、
天
皇

の
名
誉
を
も
っ
て
し
て
マ
ツ
レ
と
い
う

こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
と
き
ま
で
国

の
管
理
の
神
社
・
仏
閣
は
無
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
と
き
の
神
社
・
仏
閣
と

同
じ
所
に
あ
る
現
代
の
神
社
・
仏
閣
は

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
も
流
さ
れ
ず

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
名
称
は
同
じ
で

も
貞
観
年
間
の
場
所
か
ら
移
し
た
神

社
・
仏
閣
は
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を

受
け
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

貞
観
の
大
地
震
が
来
る
前
に
、
非
常

に
興
味
深
い
の
で
す
が
、
金
華
山
近
く

の
女
川
地
域
で
震
災
が
来
る
こ
と
を
予

見
し
た「
童わ

ざ

謡う
た

」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
歌
の
中
に
「
辰
年
旧
暦
水
無
月
、
巳

の
日
が
三
度
あ
る
年
に
金
華
山
に
弥
勒

菩
薩
が
降
り
て
来
て
、
国
を
変
え
て
い

く
」
と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
す
。
今
年

（
2
0
1
2
年
）
も
同
様
に
辰
年
で
6
月

は
巳
の
日
が
3
回
入
り
、
こ
う
い
う
年

の
前
後
に
は
昔
か
ら
非
常
に
急
激
な
変

化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
ず
っ
と
歌

わ
れ
継
が
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
震
源
地
に
近
い
金

華
山
の
島
は
7
0
0
年
代
聖
武
天
皇
の

頃
か
ら
祭
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、

そ
れ
以
前
か
ら
信
仰
の
場
所
で
あ
り
ま

し
た
。

金
華
山
の
周
囲
は
九
州
の
玄
界
灘
と

と
も
に
、
日
本
の
海
の
中
で
も
最
も
荒

れ
る
と
こ
ろ
で
、
な
か
な
か
島
が
人
を

近
づ
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
神
を
祭
る
と
い
う
よ
う
な

信
仰
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

● ❽●



弥
勒
菩
薩
と
い
う
と
、
一
般
的
に
広

隆
寺
の
細
身
の
美
し
い
弥
勒
菩
薩
を
頭

に
想
定
す
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

昔
の
弥
勒
菩
薩
は
布
袋
様
の
よ
う
に
ふ

っ
く
ら
し
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
食
べ
物
に
一
生
困
る
こ
と
が
な
い
と

い
う
形
を
表
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

飢
饉
と
か
日
照
り
が
続
い
て
、
食
べ
物

が
与
え
ら
れ
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

の
で
、
弥
勒
菩
薩
が
降
り
て
く
る
と
非

常
に
有
り
難
い
の
で
す
。
こ
の
弥
勒
菩

薩
が
降
り
て
来
て
私
た
ち
に
何
を
示
す

か
と
い
い
ま
す
と
、
世
の
中
の
変
革
を

示
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
回
の
弥
勒
菩
薩
が
降
り
た
の
は
1

9
2
8
年
の
辰
年
で
、
1
9
2
9
年
に

世
界
大
恐
慌
が
起
こ
り
、
金
融
の
仕
組

み
等
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

貞
観
地
震
後
の
変
革
は
、
日
本
的
文

化
の
醸
成
に
つ
な
が
り
、
神
国
意
識
・

平
安
祭
祀
制
の
確
立
、
陰
陽
道
・
修
験

道
の
形
成
、
国
風
文
化
・
日
本
的
文
化

の
醸
成（
彫
刻
、
建
築
、
絵
画
、
仮
名

文
字
）
等
、
日
本
文
化
の
す
べ
て
の
根

底
に
あ
た
る
部
分
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の

中
で
一
つ
図
に
し
て
み
ま
す
と
、
マ
ツ

リ
ゴ
ト
と
い
う
の
は
も
と
も
と
「
政
」

と
い
う
字
で
す
が
、「
お
祭
り
」
の
マ
ツ

リ
は
人
の
心
の
中
で
す
。
人
の
心
の
中

す
な
わ
ち
意
識
に
あ
る
こ
と
が
未
来
を

作
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
人
の
心
の
中

は
見
え
な
い
か
ら
と
し
て
、
あ
ま
り
注

目
を
集
め
な
い
の
で
す
が
、
一
部
見
て

い
る
と
こ
ろ
は
何
か
と
い
う
と
、
例
え

ば
占
い
と
い
う
行
為
で
す
。
占
い
と
い

う
の
は
「
裏
を
垣
間
見
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
人
の
心
を
い
か
に
見
て

い
く
か
、
人
の
心
の
中
に
あ
る
こ
と
を

統
計
学
的
に
見
て
い
く
と
、
非
常
に
現

実
味
が
あ
る
と
こ
ろ
が
実
際
に
未
来
に

な
る
わ
け
で
す
。

昔
の
人
々
が
集
合
的
無
意
識
の
中
で

「
鬼
」
と
か
「
闇
」
と
か
「
神
」
と
捉
え

て
い
た
も
の
を
マ
ツ
ル
（
祭
る
）
こ
と

に
よ
っ
て
、
不
安
を
無
く
し
、
未
来
に

安
心
感
を
持
た
せ
る
た
め
の
心
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
行
為
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
大
地
か
ら
利
益
を
受
け
る
、

受
け
た
分
を
大
地
に
お
返
し
す
る
、
と

い
う
よ
う
に
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

場
所
が
昔
か
ら
神
社
・
仏
閣
と
い
う
場

所
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
人
々
の
そ
の
後
を
見
て
お
り
ま
し

て
も
、
や
は
り
“
供
養
“
と
い
う
の
は
、

亡
く
な
っ
た
方
々
が
あ
の
世
で
幸
せ
に

暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
祈
り
も
あ
り

ま
す
が
そ
れ
以
上
に
、
残
さ
れ
た
人
々

の
心
を
納
め
る
精
神
的
ケ
ア
と
い
う
意

味
で
も
非
常
に
重
要
な
事
だ
と
再
認
識

致
し
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
六
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

千
島
学
説
と
は

　
　
　
　
　
講
師
　
酒さ

こ
う向

　
猛

た
け
し 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
3
月
16
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

酒
向 

猛
氏
　
略
歴

1
9
5
0
年
生
ま
れ
。
岐
阜
県
恵
那

市
出
身
。
1
9
7
6
年
、
順
天
堂
大
学

医
学
部
卒
業
。
1
9
8
6
年
、
名
古
屋

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
業
、
岐
阜

県
立
多
治
見
病
院
へ
赴
任
。

1
9
8
8
年
、
医
学
博
士
。
岐
阜
県

立
多
治
見
病
院
外
科
部
長
兼
中
央
手
術

部
部
長
を
経
て
、
2
0
1
2
年
よ
り
千

葉
県
松
戸
市
の
島
村
ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
副
院
長
と
し
て
勤
務
。

千
島
学
説
の
研
究
者
。
千
島
学
説
研
究

会
理
事

千
島
学
説
と
は
、
生
物
学
者
で
岐
阜

大
学
教
授
で
あ
っ
た
千
島
喜
久
男
博
士

（
1
8
9
9
～
1
9
7
8
）
が
唱
え
た

生
物
上
の
学
説
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
異
端
の
学
説
と
し
て
正
統
の
生
物
学

者
か
ら
は
無
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

学
説
は
東
洋
哲
学
の
根
本
原
理
と
よ
く

一
致
し
て
お
り
、
東
洋
医
学
や
自
然
医

学
を
実
践
し
て
い
る
人
達
の
多
く
か
ら

支
持
さ
れ
て
い
る
。

千
島
は
分
析
と
分
類
を
主
と
す
る
科

学
と
、
総
合
と
統
一
を
旨
と
す
る
と
哲

学
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
体

と
な
っ
て
哲
科
学
と
し
て
成
長
脱
皮
す

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
科
学
的
主

張
と
哲
学
的
主
張
が
混
然
一
体
と
な
っ

た
学
説
を
唱
え
た
。

こ
の
た
め
生
命
現
象
の
物
質
的
な
側

面
の
分
析
と
分
類
に
明
け
暮
れ
る
現
代

の
生
物
学
者
た
ち
は
千
島
学
説
を
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
、
千
島
学
説
を
疑

似
科
学
で
あ
る
と
非
難
し
無
視
し
て
い

る
。
し
か
し
彼
ら
は
千
島
学
説
の
表
面

の
主
張
を
み
て
批
判
し
て
い
る
だ
け
で

あ
り
、
実
際
に
千
島
の
学
術
論
文
を
読

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

千
島
の
研
究
は
鶏
の
生
殖
腺
の
細
胞
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分
化
（
細
胞
が
他
の
細
胞
に
形
を
変
え

る
こ
と
）の
研
究
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

千
島
は
鶏
の
生
殖
腺
の
赤
血
球
（
核

を
持
つ
）
が
様
々
な
細
胞
に
分
化
し
て

ゆ
く
こ
と
発
見
し
、
1
9
4
7
年
博
士

号
を
取
得
す
る
た
め
の
学
位
論
文
と
し

て
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
は

10
年
間
審
査
を
引
き
延
ば
さ
れ
た
の
ち

に
取
り
下
げ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
。

赤
血
球
が
他
の
細
胞
に
分
化
す
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
と
反
論
さ
れ
た
た
め

で
あ
っ
た
。
し
か
し
千
島
は
さ
ら
に
研

究
を
進
め
、
赤
血
球
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞

に
変
化
す
る
根
源
と
な
る
細
胞
で
あ
る

こ
と
発
見
し
た
。

こ
れ
が
「
赤
血
球
分
化
説
」
で
あ
る
。

現
代
生
物
学
で
は
赤
血
球
は
酸
素
運
搬

の
た
め
に
専
門
化
し
て
こ
れ
以
上
変
化

し
な
い
成
熟
し
た
細
胞
で
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
千
島
は
赤
血
球
は
あ
ら
ゆ
る

細
胞
に
分
化
す
る
原
始
的
細
胞
で
あ
る

と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
千
島
は
あ
ら
ゆ
る
組
織
細

胞
は
あ
る
条
件
の
も
と
で
は
「
あ
ら
ゆ

る
細
胞
に
変
化
し
最
終
的
に
は
赤
血
球

ま
で
逆
分
化
（
逆
戻
り
）
す
る
」
と
主

張
し
た
。

こ
れ
が
千
島
の
「
赤
血
球
と
組
織
の

可
逆
的
分
化
説
」
で
、
こ
の
よ
う
な
現

象
は
あ
り
得
な
い
と
否
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
の
i
P
S
細
胞
の
発
見

は
「
あ
ら
ゆ
る
細
胞
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞

に
変
化
す
る
潜
在
能
力
を
持
っ
て
い
る
」

可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
千
島
の
学

説
の
正
し
さ
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

現
在
の
生
物
学
で
は
、
生
命
の
自
然

発
生
説
は
1
8
6
1
年
の
パ
ス
ツ
ー
ル

の
実
験
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、

千
島
は
生
命
の
自
然
発
生
を
肯
定
し
、

生
命
を
持
た
な
い
有
機
物
質
の
集
合
か

ら
生
命
を
持
っ
た
細
菌
類
が
発
生
し
、

さ
ら
に
細
菌
類
が
集
合
し
て
細
胞
を
形

成
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
が
千
島
の
「
細
胞
新
生
説
」
で

あ
る
。
さ
ら
に
千
島
は
、
血
液
は
骨
髄

で
造
ら
れ
る
と
い
う
現
代
医
学
の
定
説

で
あ
る
骨
髄
造
血
説
を
否
定
し
、
血
液

は
腸
管
で
食
物
か
ら
細
胞
新
生
で
造
ら

れ
る
と
い
う
「
腸
造
血
説
」
を
唱
え
た
。

腸
造
血
説
は
食
物
が
い
か
に
健
康
と

大
き
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
を
示
し
、

薬
物
中
心
の
現
代
医
学
に
大
き
な
疑
問

を
投
げ
か
け
て
い
る
。

現
代
医
学
で
は
癌
と
は
突
然
変
異
を

起
こ
し
た
細
胞
が
際
限
な
く
細
胞
分
裂

を
繰
り
返
す
疾
患
で
あ
る
と
定
義
し
て

い
る
が
、
千
島
は
癌
細
胞
は
汚
れ
た
赤

血
球
が
集
合
し
て
発
生
す
る
と
現
代
医

学
の
定
説
を
否
定
し
て
い
る
。

千
島
は
遺
伝
学
や
進
化
論
に
お
い
て

も
現
代
生
物
学
の
定
説
を
否
定
し
て
い

る
。
現
代
の
正
統
遺
伝
学
で
否
定
さ
れ

て
い
る
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
認
め
て
い

る
。進

化
論
に
お
い
て
は
弱
肉
強
食
の
自

然
淘
汰
が
進
化
の
原
動
力
で
あ
る
と
い

う
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
否
定
し
、

種
類
の
違
う
生
物
同
士
が
協
力
し
て
共

生
す
る
こ
と
が
生
物
進
化
の
原
動
力
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

千
島
は
独
自
の
生
命
発
展
の
根
本
原

理
と
し
て
、「
す
べ
て
の
物
質
は
集
合

し
て
融
合
し
分
化
発
展
す
る
」
と
説
き
、

そ
の
原
動
力
は
愛
と
呼
べ
る
よ
う
な
力

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

千
島
は
、
生
命
は
少
し
歪
み
を
持
っ

た
調
和
の
状
態
を
保
ち
な
が
ら
周
期
的

な
螺
旋
を
描
き
な
が
ら
発
展
す
る
と
考

え
て
い
る
。

千
島
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
ノ
ミ
ネ

ー
ト
さ
れ
た
が
、
そ
の
学
説
が
あ
ま
り

に
定
説
と
か
け
離
れ
て
い
る
た
め
誰
も

追
試
を
す
る
学
者
が
な
く
受
賞
を
逃
し

た
と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
あ
る
人
は
、
千
島
は
生
ま
れ
る

の
が
百
年
早
過
ぎ
た
と
評
し
た
。

千
島
学
説
は
以
下
の
8
つ
の
原
理
か

ら
構
成
さ
れ
る
。

1
．
赤
血
球
は
体
細
胞
の
母
体
で
あ
る

（
赤
血
球
分
化
説
ま
た
は
赤
血
球
一

元
論
）

赤
血
球
は
様
々
な
体
細
胞
が
分
化
す

る
母
体
で
あ
る
。�

2
．
体
細
胞
と
赤
血
球
は
可
逆
的
に
分

化
す
る

栄
養
不
足
や
大
量
出
血
後
な
ど
の
病

的
状
態
の
と
き
は
、
体
組
織
の
細
胞

か
ら
赤
血
球
へ
の
分
化
が
見
ら
れ
る
。

3
．
病
原
体
は
自
然
発
生
す
る

バ
ク
テ
リ
ア
・
ウ
イ
ル
ス
な
ど
病
原

体
は
、
親
が
い
な
く
と
も
有
機
物
の

腐
敗
の
状
態
か
ら
、
そ
の
有
機
物
を

母
体
と
し
て
自
然
に
発
生
す
る
。

4
．
細
胞
新
生
説

細
胞
は
段
階
を
踏
ん
だ
細
胞
分
裂
に

よ
っ
て
増
殖
す
る
の
で
は
な
く
、
5

つ
の
形
態
で
新
生
す
る
。

5
．
造
血
器
官
は
小
腸
絨
毛
で
あ
る
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骨
髄
を
造
血
器
官
と
し
て
認
め
な
い
。

骨
髄
造
血
説
に
は
矛
盾
が
あ
り
、
造

血
器
官
は
小
腸
の
絨
毛
で
あ
る
。

6
．
獲
得
形
質
は
遺
伝
し
、
生
殖
細
胞

は
血
球
に
由
来
す
る

生
物
が
生
ま
れ
て
か
ら
一
生
の
間
に
、

そ
の
環
境
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
た

形
質
は
子
孫
に
遺
伝
す
る
（
獲
得
形

質
の
遺
伝
の
肯
定
）。
ま
た
、
精
子
や

卵
子
な
ど
の
生
殖
細
胞
は
体
の
組
織

と
は
別
物
で
は
な
く
、
赤
血
球
が
変

化
し
て
で
き
る
（
生
殖
細
胞
の
血
球

由
来
説
）。

7
．
従
来
の
進
化
論
の
否
定
と
共
生
説

の
提
唱

生
物
進
化
の
最
も
重
要
な
要
因
は
、

環
境
に
適
応
し
た
強
い
生
物
が
生
き

残
る
と
い
う
「
適
者
生
存
」
で
は
な

く
、
同
じ
種
類
あ
る
い
は
違
っ
た
種

類
の
生
物
の
助
け
合
い
と
い
う
共
生

現
象
で
あ
る
。

8
．
生
命
弁
証
法

当
該
人
の
用
い
る
独
自
の
弁
証
法（
生

命
弁
証
法
）
は
、
唯
物
弁
証
法
と
唯

心
弁
証
法
を
止
揚
し
統
一
し
た
も
の

で
あ
る
。

千
島
学
説
は
統
合
科
学
へ
の
可
能
性

が
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

国
会
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
千
島
学

説
に
つ
い
て
講
演
し
て
頂
い
た
。
す
な

お
に
考
え
れ
ば�

「
赤
血
球
分
化
説
」
が

当
た
り
前
で
断
食
等
の
日
常
経
験
と
も

一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。
学
会
の
先
生

方
は
ど
う
し
て
す
な
お
に
な
れ
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
23
名
、
合
計
37
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
七
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

根
源
の
音
―
声
に
出
し
て
歌
う

和
歌

　
　
　
　
　
講
師
　
伊
藤
　
一
夫 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
4
月
20
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

伊
藤
一
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

星
と
森
披
講
学
習
会
名
誉
会
長
。
星

と
森
披
講
学
習
会
は
宮
中
で
行
わ
れ
て

い
る
和
歌
の
披
講
を
民
間
に
お
い
て
研

究
実
践
す
る
会
と
し
て
平
成
16
年
に
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
宮
中
に
お
け
る
重

要
儀
式
の
ほ
と
ん
ど
を
担
当
し
た
中
島

宝
城
先
生
、
聖
徳
大
学　

青
柳
隆
志
教

授
、
早
稲
田
大
学　

兼
築
信
行
教
授
な

ど
の
陣
容
で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
に
至
り

ま
す
。
伊
藤
一
夫
氏
は
初
代
会
長
、
現

名
誉
会
長
。
ま
た
、「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・

愛
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
多
方
面
で
活
動

中
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

人
は
ど
の
国
の
赤
ち
ゃ
ん
で
も
生
後

一
歳
ま
で
は
母
音
言
語
を
共
通
し
て
発

声
し
ま
す
。
そ
こ
に
こ
そ
人
種
民
族
を

超
え
た
命
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

唯
一
母
音
を
言
語
に
残
し
た
日
本
語

の
特
殊
性
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
ま

た
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
形
で

表
現
さ
れ
る
和
歌
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。音

楽
に
は
い
ろ
ん
な
世
界
が
あ
り
ま

す
。
失
恋
し
て
悲
し
み
に
浸
っ
た
時
、

本
当
の
悲
し
み
、
苦
し
み
の
時
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
よ
り
も
演
歌
の
方
が
心
に

響
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
未

来
が
あ
る
時
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
よ
い
の

で
す
。

日
本
語
と
外
国
語
に
は
大
き
な
差
が

あ
り
ま
す
。
母
音
を
閉
じ
込
め
て
い
る

の
が
日
本
語
で
す
。

日
本
語
の
音
は
す
べ
て
母
音
構
造
で

す
。
昔
の
母
音
は
7
、
8
あ
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

古
代
ユ
ダ
ヤ
は
書
体
に
母
音
を
省
い

た
よ
う
で
す
。
ど
の
民
族
の
言
葉
も
、

言
葉
の
最
後
を
伸
ば
せ
ば
な
ん
ら
か
の

母
音
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
、
言
葉
の

意
味
を
伝
え
る
に
は
、
母
音
の
伸
ば
し

を
省
い
た
ほ
う
が
効
率
が
よ
く
な
り
ま

す
。
子
音
重
視
で
行
く
方
が
多
く
の
意

味
を
効
率
よ
く
伝
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
ほ
と
ん
ど
の
言
語
が
子
音
重
視

と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
言
語
学
的
に
は
日
本
人
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と
外
国
の
差
は
明
ら
か
で
す
。

日
本
語
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
発
音

に
、
必
ず
、
母
音
が
絡
み
ま
す
。

母
音
の
み
の
言
葉
も
あ
り
、
多
く
は

子
音
と
母
音
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

角
田
理
論
に
よ
れ
ば
日
本
人
は
虫
の

音
や
風
の
音
、
水
の
音
な
ど
、
自
然
界

の
音
を
左
脳
で
聞
く
と
い
い
ま
す
。
風

が
何
か
を
伝
え
る
な
ど
日
本
語
は
自
然

を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で

す
。
日
本
人
は
母
音
が
左
脳
に
入
っ
て

く
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

こ
の
言
語
の
特
質
は
一
つ
の
限
界
を

超
え
る
も
の
で
本
質
論
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

私
た
ち
は
母
音
で
自
然
に
戻
れ
ま

す
。
日
本
人
以
外
の
場
合
は
、
ほ
と
ん

ど
、
自
然
界
の
音
を
右
脳
で
聞
き
ま
す
。

右
の
脳
は
無
意
識
の
脳
で
あ
り
、
自
然

界
の
音
を
雑
音
と
し
て
切
り
捨
て
ま
す
。

実
際
に
虫
の
鳴
く
音
な
ど
に
気
づ
き
に

く
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
が
優

れ
て
い
る
と
か
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、

違
い
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

日
本
人
の
脳
は
、
自
然
の
音
を
言
葉

と
し
て
捉
え
る
。
日
本
人
以
外
の
ほ
と

ん
ど
の
脳
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
雑
音

と
し
て
処
理
す
る
。
こ
の
違
い
は
か
な

り
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
観
、
情

緒
、
文
化
、
芸
術
、
人
間
性
に
、
大
き

な
違
い
を
生
じ
た
と
し
て
も
不
思
議
な

い
は
ず
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
聖
書
を
読
む
時
に

音
を
伸
ば
す
読
み
方
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
次
第
に
メ
ロ
デ
イ
重
視
に
移
っ

て
ゆ
き
ま
し
た
。

音
を
伸
ば
す
と
倍
音
化
し
て
ゆ
き
、

非
日
常
的
な
声
に
な
り
ま
す
。
こ
の
母

音
を
あ
え
て
重
視
し
て
発
声
す
る
と
、

倍
音
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

祈
り
、
祝
詞
も
非
日
常
的
な
も
の
で

あ
り
、
上
に
伸
び
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
倍
音
発
声
に
よ
っ
て
、

遠
方
に
ま
で
声
が
届
き
や
す
く
な
る
か

ら
で
す
。

そ
し
て
倍
音
が
も
た
ら
す
他
へ
の
影

響
力
が
あ
り
ま
す
。

倍
音
は
倍
化
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、

高
い
周
波
数
の
発
声
と
な
っ
て
い
く
の

で
す
。
そ
れ
は
波
長
の
短
い
音
声
で
あ

り
、
他
の
体
を
も
貫
通
し
、
感
覚
的
に

は
一
体
感
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
人
間
は
驚
い
た
り
、
お
び
え
た

り
す
る
際
の
伝
達
に
、
母
音
か
ら
来
る

倍
音
を
自
然
と
選
び
取
る
の
で
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
も
倍
音
で
す
。

こ
こ
で
発
声
の
実
演
と
練
習
が
行
わ

れ
た
。

　

ア

　

イ　

一
番
倍
音
が
出
や
す
い

　

ウ　

生
ま
れ
る
時
の
音

　

エ　

い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

　

オ　

宇
宙
に
流
れ
て
い
る
音

耳
に
聞
こ
え
な
く
て
も
振
動
は
感
ず

る
は
ず
で
す
（
今
回
の
参
加
者
に
聴
覚

障
が
い
の
方
が
お
り
、
伊
藤
氏
は
そ
の

方
に
向
け
て
「
オ
ー
」
と
発
声
し
、
感

ず
る
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
た
）。

現
代
は
便
利
さ
の
文
化
と
引
き
換
え

に
失
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
共
同
洗

濯
場
が
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
懇
談
の

場
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

白
人
の
顔
を
見
る
と
悲
し
み
を
感
じ

ま
す
。

近
代
は
音
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
自

己
嫌
悪
に
落
ち
る
よ
う
な
音
が
支
配
し

て
い
ま
す
。

森
の
中
の
落
ち
葉
を
踏
む
音
で
ゆ
っ

た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
の
前
で
は
情
報
が
な
さ
す

ぎ
ま
す
。
命
の
音
を
取
り
返
す
こ
と
が

大
事
で
す
。

こ
れ
は
簡
単
に
で
き
る
の
で
す
。
た

と
え
ば
風
呂
場
で
倍
音
を
発
声
す
る
の

で
す
。

こ
こ
で
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

二
人
で
ペ
ア
と
な
り
、
ま
ず
相
手
に

伝
わ
る
と
感
じ
た
音
を
し
ば
ら
く
発
声
、

次
い
で
相
手
の
反
応
を
聞
い
た
。

発
声
に
よ
り
、
空
気
も
よ
く
な
り
ま

す
。
命
の
空
気
に
な
る
の
で
す
。

ア
イ
ウ
エ
オ
だ
け
で
な
く
そ
の
前
か

ら
宇
宙
発
生
と
と
も
に
流
れ
て
い
る
音

が
あ
り
ま
す
。

練
習ア

ー
と
い
い
な
が
ら
そ
の
母
音
を
続

け
時
々
子
音
を
入
れ
る
。
そ
れ
を
と
ぎ

れ
な
い
よ
う
に
続
け
る

ア
を
続
け
な
が
ら
オ
ウ
エ
イ
を
続
け

る
と
母
音
の
神
様
（
ヤ
ハ
ア
エ
）
が
現

れ
る17

世
紀
の
教
会
で
は
グ
レ
ゴ
リ
ー
聖

歌
が
歌
わ
れ
、
音
楽
・
ソ
ル
フ
ェ
ジ
ォ

音
階
を
通
じ
て
神
と
つ
な
が
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ソ
ル
フ
ェ
ジ
ォ
音
階
が
突

然
人
の
前
か
ら
消
え
ま
し
た
。
1

�
9
�9�

0
年
代
に
こ
れ
を
復
活
し
た
の
が
米
国

自
然
療
法
医
ジ
ョ
セ
フ
・
プ
レ
オ
博
士

で
す
。
神
の
愛
そ
の
も
の
で
あ
る
5�

2�

8
Hz
を
中
心
M
I
（
ミ
）
と
す
る
ソ
ル

フ
ェ
ジ
ュ
5
和
音
（
表
1
）
を
聞
く
と
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宇
宙
時
代
の
幕
開
け
が
愛
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
こ
と
か
体
感
で
き
ま
す
。

私
の
友
人
医
師
土
橋
重
隆
氏
は
5�

2�

8
Hz
の
音
が
身
体
と
心
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
、
同

医
師
と
音
と
医
学
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
共

同
で
す
す
め
て
い
ま
す
。

母
音
を
発
声
し
相
手
の
手
を
と
り
認

識
す
る
こ
と
で
、
幸
福
を
感
じ
、
命
と

つ
な
が
る
こ
と
で
仕
事
が
で
き
る
の
で

す
。ま

た
私
は
、
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
星
占
い
を
専
門
に
し
て

い
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
う
こ
と
で
偽
善
が

な
く
な
り
ま
す
。

星
占
い
と
は
天
体
の
運
行
と
人
間
の

運
命
と
が
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
も
の

で
人
間
の
将
来
を
予
測
す
る
方
法
で
す
。

時
間
に
は「
始
ま
り
、
継
続
、
変
化
」

の
三
つ
の
要
素
が
あ
り
、
自
然
に
は

「
火
、
地
、
風
、
水
」
の
四
つ
の
要
素
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
3
×
4
＝
12

通
り
の
変
化
が
意
識
で
き
ま
す
。

和
歌
に
つ
い
て

和
歌
と
は
和
の
歌
で
す
。
共
に
歌
う

こ
と
で
す
。

音
優
位
の
言
語
に
は
、
生
き
る
者
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
が
優
先
さ
れ
や
す

い
構
造
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
言
葉
に
よ
っ
て

で
き
た
も
の
が
和
歌
で
す
。
ま
さ
に
和

の
言
葉
に
よ
り
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
和
歌
に

は
、
他
の
音
声
文
化
に
は
な
い
特
徴
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。

和
歌
を
歌
う
こ
と
に
よ
り
、
異
質
の

も
の
へ
通
じ
る
音
が
生
じ
、
異
質
の
も

の
と
仲
良
く
一
体
化
で
き
る
音
が
生
じ

ま
す
。

月
、
櫻
、
梅
、
波
な
ど
の
自
然
を
歌

う
歌
が
あ
り
、
大
事
な
時
、
恋
愛
の
歌
、

心
が
動
い
た
時
の
歌
、
死
に
際
し
て
の

歌
が
あ
り
ま
す
。

宮
中
の
歌
会
始
め
は
、
年
初
に
あ
た

っ
て
一
年
の
幸
せ
を
祈
る
歌
で
す
。

い
ず
れ
も
人
を
幸
せ
に
す
る
力
が
あ

り
ま
す
。

和
歌
に
よ
っ
て
思
い
が
伝
達
さ
れ
れ

ば
、
鬼
神
の
心
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
、

神
へ
の
さ
さ
げ
る
音
に
な
る
こ
と
も
、

動
物
や
植
物
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
で

き
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
異
質
の
人
間
同
士

の
中
に
同
一
の
思
い
が
伝
わ
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
人
種
の
優
劣
も
差
異
も
な
く

な
る
世
界
の
現
出
の
可
能
性
が
出
て
く

る
の
で
す
。

和
歌
を
歌
う
こ
と
に
は
限
り
の
な
い

夢
が
あ
り
ま
す
。

繰
り
返
さ
れ
る
四
季
の
訪
れ
も
、
そ

の
年
そ
の
年
で
味
わ
い
は
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
歌
に
し
て
詠
む
こ
と
で
、
共
に

生
き
る
喜
び
、
共
に
在
る
喜
び
を
私
た

ち
が
感
じ
合
い
、
響
き
合
っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
時
代
も
世
界

も
変
わ
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

母
音
を
主
に
し
た
日
本
語
の
特
殊
性

と
日
本
人
の
左
脳
、
右
脳
の
働
き
そ
れ

を
現
し
た
和
歌
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

こ
れ
ら
の
特
殊
性
は
、
絆
を
強
め
、
平

和
な
世
界
を
創
る
こ
と
に
貢
献
す
る
で

あ
ろ
う
と
思
う
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
8
名
、
非
会

員
28
名
、
手
話
通
訳
3
名
、
合
計
39
名

で
し
た
。
今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）で
す
。
事
務

局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5
）

ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●

音名 読み 周波数 音の意味 対応チャクラ

UT ウートゥ 396Hz 罪の意識や恐怖の解放 咽喉

RE レ 417Hz 変化に挑戦する心、知性 胸

MI ミ 528Hz 無限の可能性、DNAの修復 根

FA ファ 639Hz あらゆる人間関係の向上 腹

SOL ソ 741Hz 問題を解決する力、表現力 胸

LA ラ 852Hz 直感力、自分の魂を知る 眉間



2−4）デバイ遮蔽とオーブ
プラズマの中に、点状電荷（M、+物質）を

置く。（+）電荷なので、自身の電場の為に電子
やイオンを引きつけたり、反発したりして、結
果として、その周りに（+）電荷を打ち消す様な
式（2）の分布を造る。

　Φ（r）=（q/r）exp（–r）/（λp）・・・・・式（2）
　　　Φ（r）：クーロンポテンシャル
　　　 q：電荷　r：距離　λp：デバイ長さ�

しかし、電子やイオンは熱運動しているの
で、空間的に一様分布を造ろうとする。これ
らの2つの運動の釣合いにより、（+）電荷を遮
蔽する空間の分布（ほぼ円形）がきめられる。
両者がバランスした時の、遮蔽距離の特徴的
な長さを「デバイ長さ、デバイ遮蔽」という。
プラズマの中には正（+イオン）と負（−イオン）
が太極図状に絡み合うプラズマボールが有り、

（+イオン）が（−イオン）よりも大になるものが
オーブの核に成るのであろう。オーブがほぼ
円形に撮影されるのは、このデバイ遮蔽の効

果の為であり、円の大きさは式（2）に依存し、
オーブ周りのヘイロー（halo）はデバイ遮蔽周
りの電子光である、と判断している。

2−5）プラズマ振動とオーブ
振り子状に、バランスが保たれているプラ

ズマがある。このプラズマ中の電子分布に粗
蜜が生じる場合を想定する。この粗蜜を打ち
消すために、振り子に復元力が生じ、生成さ
れる静電場によって電子は加速されて動くが、

（振り子が）釣合い点を過ぎると、逆の粗蜜が
生じる。そして逆向きの電場になって逆方向
に動く。この粗蜜を平坦化するように電子は、
逆向きに働く。これらが返されると、振り子が
左右にふれる様に、プラズマが振動する。つ
まり「プラズマ振動」が形成されることになる。
詳細は省略するが、オーブの円形の中の非対
称のマンダラ模様並びに干渉縞は、このプラ
ズマ振動が、伝達物質PSI-pair群の作用の為
に、カオスアトラクターに変化・成長した為で
はないだろうかと推定し、判断している。

● �●

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の

販
売
開
始

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
、
本
部
例
会
の
ビ
デ
オ

映
像
の
販
売
が
、
4
月
の
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

現
在
は
左
記
の
3
本
で
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
野�

百
合
子�

氏

「
宇
宙
図
書
館
（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
）
か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と

私
た
ち�

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
に
掲

載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
ま
た
は
F
A
X

番
号
）
に
、「
2
0
1
3
年
○
月
○
○
○

○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail�offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



中の物質（M）が電離して、

（M）+（E）→M（+イオン）+電子（–）
 ・・・・・・式（1）
　　M：物質　　E：エネルギー

になる。これをプラズマという。つまり、空気
を電離するとプラズマになる。プラズマは、正

（+）の電荷を持つ粒子と負（−）の電荷を持つ粒
子の集合体である。

2−2）プラズマの性質
既知のプラズマの性質のうち、本稿に関係

があると思われるものを選んで述べる。（1）プ
ラズマは電荷を持った粒子（荷電粒子）の集合
体であり、集団的に運動する。（2）プラズマ中
の（+）粒子数と（−）粒子数はほぼ等しいので、
全体としては、ほぼ中性である。（3）集団とし
ての電子やイオンの移動に伴い、プラズマ内
に電流が流れる。つまりプラズマには導電性
がある。（4）一つの荷電粒子にたいして、非常
に多くの荷電粒子が相互に作用し合っている。
これらの結果として、多様性が生じる。（5）プ
ラズマ中の電波の伝送には、縦波（音波）と横
波（電磁波）がある。（6）電子は動きやすいが、
イオンは動きにくい。（7）プラズマは、個々の
粒子（イオン）や電子の動きと同時に、集団的
な振舞いが重要である。（8）プラズマは質量を
持っているので、加熱すると、エネルギーが
上昇し、電気抵抗は減少する。（9）熱平衡状態
では、プラズマは巨視的には一様であるが、
微視的には、密度分布の揺らぎを伴っている。

（10）プラズマ中では、（+）電荷の粒子は、この
（+）イオンの周りに集まる電子（−）によって電

荷が遮蔽される傾向がある。これを「デバイ遮
蔽」という。

2−3）オーブとプラズマの関係
オーブはプラズマの中の特異例（別種類）と

して存在している。プラズマは物質なので、
科学的な説明が可能である。これに対し、オー
ブは物と心の2面性を兼ね備えているので、科
学的な解明や説明は未知であり、今後の問題
である。つまり、プラズマに意識（精神）面が
追加された場合の特異例がオーブであると考
える。したがってオーブが撮影される為には、
赤外線領域が撮影出来るデジタルカメラを用
いて、プラズマが存在するであろう（薄暗い）
空間に向けて、フラッシュ撮影する必要があ
る。さらに、オーブ（又はサイ・気）はプラズ
マ中の赤外線領域（△H=1.38eV）に存在して
おり、未知の存在（S.G.）の助けをかりて、変性
意識状態でシャッターを切る場合に出現する
様子である。

一例として、プラズマ中のデバイ遮蔽され
た物質（M）にたいして、撮影者のバイオホト
ンを放射し（変性意識状態時）、さらにフラッ
シュ光（1/1000sec）が放射された時に、オー
ブが形成されて、写ることになる、と推定して
いる。再記すると、無心、リラックス集中して、
シャッターを切ると、フラッシュ光と、放出さ
れた微細身素粒子（オーラ､ バイオフォトン）
がPSI-pair群（PSI-spin群）を形成し、これら
が物質（M）内のプラズマボール（太極図状の
陰イオンと陽イオン）と同調（共鳴、共振）した
ときに、オーブの核が形成され、オーブが写
されるのであろう。

●� ●

写真1（No.1030） 写真２（No.1730）



インターネットのサイト等に報告されている
オーブ写真の70%以上は偽オーブである、と
いわれている。本稿では、はじめに一例とし
て、著者が撮影したオーブ（orb）写真、並びに
偽オーブ写真を紹介する。つぎに、既知のプ
ラズマとオーブが、どの様な関係にあるかに
ついて、検討し考察することにした。

1）オーブ写真の一例
結果の一例を写真1、2に示す。撮影モード

を「オート」に選定、フラッシュ撮影している。
つまり最適な絞り値とシャッター速度をカメラ
が自動的に選択する仕組みになっている。次
頁の写真1（No.1030）をみる。2012年春（6月9
日土曜日）、八王子市、朝方（3:40頃）、小雨の
降り始め時、カメラはCASIO、EX-Z40PC。
オーブと思われる写真の一例である。撮影画
面の右下にA球がある（一番大きい）。白色発
光体で、輪郭は明瞭、ヘイロー（halo）を伴なっ
ている。強い白発光が全面を覆っているので、
明白では無いが、円内部には非対称のマンダ
ラ状模様がある様子。フラッシュ光などのエ
ネルギーを受けて、オーブ内原子の電子軌道
間の電子移動に基づく緩和エネルギーが発光
の原因となり、しかも多くの光が加算されたの
で、白色になったのであろう。2番目に大きい
B球（画面のほぼ真中にある）は、輪郭は明瞭。
円内部に非対称の干渉縞状マンダラ模様を
持っている。3番目に大きいC球は、画面の左
上にある。これはB球とほぼ同一であるが、月
の裏側とも思えるようなマンダラ模様を持って
いる。また、左中央下にある乳白色状小球オー

ブは、尾を引きながら上昇している。その他
大小様々な円形状オーブが写されている。

写真2（No. 1730）をみる。2013年1月22日
（火）、福島市、冬の朝方の5:36分、カメラは
NIKON、E-2200、積雪のある地面の上に、
這う様に濃いモヤが立ちこめていた。撮影画
面のほぼ全面に乳白色で均な一大きさ、円形
状の偽オーブが写されている。輪郭は不鮮明、
円形内部は乳白色で均一、模様は無い。これ
は、カメラレンズ付近にあった微細なモヤとし
ての水滴が、フラッシュ光に反射されて写り
込んだのであろう。

2）プラズマとオーブ
2−1）空気成分の電離

大気中には、宇宙から降り注いでくる宇宙
線によって生成されるイオン（ion）が存在して
おり、これが地球上に降下してきて、空気中
にある10−6～10−3 cmの大きさのエアロゾル

（aerosol）に付着して、大球イオンになる。エ
アロゾルは地球表面付近に多量に存在してい
るので、地表面の電場は、晴天時の地上で約
100V/m程度（高さ方向）になる。地上では普
通は負（−）に帯電している。我々は、この地
球表面上で生活を営んでいる訳であるが、居
住空間の上に厚い雨雲がやってくると、雲の
上側の電位は（+）、下側の電位は（−）に帯電
し、そこの地表面の電位は（−）から（+）に変化
することになる。雨が降り始めると、雨雲の下
の空気の構成成分に電離が起こり、自由電子
とイオンが生成される。

たとえば、ネルギーEが与えられて、空気

オーブの形成過程（1）オーブの形成過程（1）
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